６月２１日　一班発表　M&A
発表要旨
M&A（Mergers and Acquisitions）とは、企業が自社の営業範囲を広げてシナジー効果を期待したり、多角化を行おうという際に、他社を吸収合併したり、相手企業の株式を買収して子会社化したりする、企業の統合、買収および営業譲渡等を総称して言う。
簡単にM&Aの形態について説明すると、

統合とは二社以上の会社が契約によって実質的に１社に合同すること。

買収・資本参加とは株式取得、増資引き受け、株式交換等による５０パーセントを超える（資本参加は５０％未満）株式の取得のこと。ライブドアや村上ファンドなど新聞をにぎわす一般的なM&Aのイメージがこれにあたる。
営業譲渡とは資産、従業員、商権等が一体となった譲渡、譲受のこと。

近年の日本においてM&Aは加速的な広がりをみせている。

M&Aの総合サービスを手がける株式会社レコフによると、20年前約250件であったM&Aが2004年には2211件、2005年の上半期で1200件を超える件数である。

このような日本の状況下において一班は、

１買収側の視点からM&Aについて考察する。M&Aの基本的な買収方法とその形態。またその目的、敵対的買収について言及したい。
２買収される側の視点からM&Aについて考察する。敵対的M&Aに対する防衛策とそのメリットとデメリット。またM&Aの失敗事例からM&A成功への必要な要素について言及したい。

３敵対的M&Aに対する防衛策である「ポイズンピル」について、現在その存在の是非が問われている。「ポイズンピル」の法的解釈やメリットデメリットについて言及したい。
４買収する側、される側について実際の企業のケーススタディーを用いて包括的に説明する。

５ディスカッション　現在の予定では、あるM&Aの事例から、拡販買収する側かされる側どちらかの側に立ち、方策を考えてもらう。

予習として、先生がまとめてくださった記事集の２４番を読むのとM&Aに関する用語を簡単に学習していただきたい。
以上　一班山平

